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1. 次の取引について、山口商店と下関商店の仕訳を示しなさい。 

(1) 山口商店は、下関商店に対して現金 ￥2,000,000 を期間 6 カ月、年利 5%で貸し付けた。 

(2) 返済期限が到来し、山口商店は、下関商店から貸付金全額の返済と利息を小切手で受け取り、直ちに当座預金に預

け入れた。 

  借方 貸方 

(1) 

山口商店     

下関商店     

(2) 

山口商店     

下関商店     

2. 次の取引について、広島商店と福山商店の仕訳を示しなさい。 

(1) 広島商店は、福山商店から ￥300,000 の備品を購入した。\200,000 は小切手を振り出して支払い、残額は月

末に支払うことにした。 

(2) 月末になり、広島商店は残額 \100,000 を福山商店に現金で支払った。 

  借方 貸方 

(1) 

広島商店     

福山商店     

(2) 

広島商店     

福山商店     

3. 次の取引について、岡山商店と倉敷商店の仕訳を示しなさい。 

(1) 岡山商店は、倉敷商店に商品 ￥500,000 を発注し、内金として現金 \100,000 を支払った。 

(2) 岡山商店は、発注していた商品 \500,000 を受け取り、残額 \400,000 は掛けとした。 

  借方 貸方 

(1) 

岡山商店     

倉敷商店     

(2) 

岡山商店     

倉敷商店     

 


